















































































































































14 : 00~ 16 : 00の進学説明会は心理学との合同で
おこない，合計16名の参加者があった。そのう
ち教育学の志望者は 5名ほどであったが，たい
へん熱心なイ!m~1j相談であった。
平成28年3月には華東師範大学に教員 3:glと
院生6名を派遣して交流を深める。また，同月，
任副学長等の来筑も予定されている。東北師範
大学との交流もあわせて，中国トップ3の師範
大学との教育研究交流は着実に前進している。
(文責:浜田博文)
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〈活動報告〉
東北師範大学との交流
筑波大学と東北師範大学との交流の歴史を少
し振り返ってみると，当初は筑波大学の生命環
境科学研究科が東北姉範大学との窓口になって
いたようである。その後，両大学の交流は全学
的なものに発展していった。その簡に，門脇厚
司教授(当時)をはじめ，数名の教育学域関係の
教授が個別に東北師範大学を訪問している。
そうしたいわば「点jのような教育学域の関
係が，いわば印刷や「面jのような関係に発
展してくる大きなきっかけとなったのは， 2013 
年3月に筑波大学人間学群のグローパル人材育
成オールラウンド型教育推進事業のーっとして，
東北師範大学の楊暁慧学長(当時，副学長)と高
地教授が筑波大学を表敬訪問し，ペスタロッチ
祭にも参加したことである。その年の11月には，
吉田武男教授が東北師範大学から招l得されて講
演を行い，翌年の2014年9月には吉田武男教授，
井田仁康教授，甲斐雄一郎教授，清水美憲教授
の4名が招月号され，講演を行うとともに，前属
幼稚園・小学校を訪問して授業参観を行った。
それからおよそ半年後， 2015年3月，前号で
報告されたように 平成26年度の「革新的な教
育プロジェクト支援経費jをもとに，研究交流
として，教育学域から吉田武男教授，浜田博文
浜田教授，藤田晃之教授の名の教員と那楽，村
松遼太，牧瀬期麻の3名の大学院生が派遣され
ることになった(その様子の詳細については，前
号参照)。
また，それからおよそ半年後の9月，再び前
年と同じ 4名の教員が東北師範大学から招特さ
れて講演を行うとともに，教員間でさまざまな
話し合いの機会をもった。その擦に，筑波大学
と東北部範大学との大学院レベルのダブルデイ
グリープログラムの実施について，同席されて
いた楊i境慧学長と直接交渉が行われ，その場で
楊i境慧学長より，そのプログラムの実施につい
ての内諾が得られた。しかも，楊i暁慧学長より，
できる限り早期実現できるようにしてもらいた
い，という希望が述べられた。
それから 3ヵ月後の12月上旬，今度は東北師
範大学の若手研究者6名が日本を訪れ，筑波大
学およぶF付属小学校を訪問した。その際に，教
育学域 FDとして 「筑波大学・東北師範大学
教育学毘際交流セミナ一一次世代型の教育学を
語る-Jが，人間系学系棟B532大会議室で開
催された。会場は 教員と大学院生で満席状態
であった。そこでは 東北師範大学の紹介から
はじまり，ダブルデイグリープログラム構想の
概要説明が行われたあとで 日中両国の教育に
おける今目的課題についての討議が行われた。
来年，すなわち2016年3月初旬には，ダブル
デイグリープログラムの実施に向けて，東北師
範大学の中堅クラスの複数名の教員を筑波大学
に招轄する予定である。そこで，より具体的な
話が進み，このプログラムの実現に向けて大き
な進展が期待される。
以上述べてきたように，筑波大学，特に筑波
大学教育学域と東北部範大学との間には，ここ
数年の相互交流の中で，強面な信頼関係が培わ
れたように思われる。それも，そのつながりは，
若手研究者から学長まで及ぶ多層的なものであ
る。したがって，このような強固な信頼関係の
もとに，両大学問のダブルデイグリープログラ
ム構想は，まもなく実現の運びとなるはずであ
る。それによって，二つの大学の相互交流も盛
んになり，互いの教員と学生にとって有益な関
係ができることであろう。
留の政治レベルの関係が冷え込んでいるとき
だけに，学術的な暖かい人間的な信頼関係は殊
のほか大切であり，また重要である。この二つ
の両大学問の友好的な関係，その象徴的なもの
のーっとしてのダブルデイグリープログラムの
実現は，その f範Jとなり得るに違いない。
(文責:吉田武男)
-71-
